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表紙の写真

　７月22日、通津小学校で「国

際交流会」が開催され、通津小・

中学校の児童・生徒や米軍岩国基

地関係者の家族ら約50人が参加

しました。参加者は、折り紙で作っ

た金魚を付けた手作りのうちわを

作成したり、「岩国よいとこ」を

踊ったりするなど日本の伝統文化

を体験しながら交流を深めました。

国際交流会

（通津小学校）

校で「国国

国際交流会

小学校）

「国

耳の不自由な人など電話で問い合
わせができない人は　㉑3337FAX

広報いわくに 2

　　詳しくは、 市ホームページや用地管財課で配付する 「市有
地等売払いに係る一般競争入札参加者募集要項」 で確認して
ください。

入札書の提出方法

入札書の到達期間

開札日・場所

契約の締結

売買金額の納付

所有権の移転登記

費用の負担

　　９月１日㈮～22日㈮ （土 ・ 日曜、 祝日は除く）　
　　８時30分～17時15分

　　９月11日㈪～22日㈮ （土 ・ 日曜、 祝日は除く）　
　　８時30分～17時15分　

　　　　入札書は、 一般書留郵便により日本郵便㈱岩国郵便局留で
　　提出してください。
　　※入札には、入札保証金 （入札金額の100分の３以上の金額）
　　の納付が必要です

　　10月３日㈫～12日㈭　
　　※到達期間内に、 日本郵便㈱岩国郵便局に到着することが必
　　要です

　　10月13日㈮　
　　市役所　５階会議室53

　　　　落札した人は落札決定の日から14日以内に契約を締結し
　　てください。 契約締結の際、 契約保証金 （売買金額の100
　　分の10以上の金額） の納付が必要です。

　　　　契約締結の日から30日以内に納付してください。

　　　　所有権の移転登記は、 売買金額の納付が確認された後に市
　　が行います。

　　　　「契約の締結」 や 「所有権の移転登記」 に必要な費用は、
　　落札した人の負担となります。

入札に参加するには受け付けが必要です

募集要項配布期間

入札参加申込受け付け期間
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市が所有する土地を一般競争入札で売却します。

事前に予定価格（最低入札価格）を公表し、最高価格で入札した人に売却します。

問い合わせ・申し込み　用地管財課　☎ 29－5168

川下町三丁目

予定価格
（最低入札価格）

所 在 地

地　　目

面　　積

用途地域

建ぺい率

容 積 率

岩国市川下町三丁目419番2
雑種地
626.00㎡
第一種住居地域
60％
200％

9,328,000円

９月８日㈮ ９時～現地説明会

予定価格
（最低入札価格）

所 在 地

地　　目

面　　積

用途地域

建ぺい率

容 積 率

岩国市関戸一丁目102番1
宅地
426.76㎡
準工業地域
60％
200％

12,675,000円

９月８日㈮　10時～現地説明会

予定価格
（最低入札価格）

所 在 地

地　　目

面　　積

用途地域

建ぺい率

容 積 率

岩国市関戸一丁目111番12
宅地
452.16㎡
準工業地域
60％
200％

14,153,000円

９月８日㈮　10時30分～現地説明会

至
広
島

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

至
柳
井

墓地

188

の向きで写真を撮影しています

市有地を購入しませんか？
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　テニスコート（テニスシューズが必要）

 ・テニス体験、ソフトテニス体験

　テニス練習コート

 ・ストラックアウト

 ・フライングディスク

　アーチェリー場

 ・アーチェリー体験

 ・弓道体験

　芝生広場

 ・グラウンド・ゴルフ体験

 ・オリエンテーリング体験

 ・野外活動体験

 ・陸上競技体験

 ・ホッケー体験

 ・ネイチャーゲーム体験

 ・ニュースポーツ体験

　相撲場

 ・相撲体験

岩国運動公園内　10：00～15：00

　屋内ゲートボール場

 ・親子サッカー教室（スパイク不可）

　※５歳～小学４年生までが対象、９月29日までに　

　　（一財）岩国市体育協会☎327372に申し込み

 ・キックターゲット　

 ・サッカーボウリング

 ・キックスピード

　総合体育館武道場

 ・ファミリー健康体力測定会

　総合体育館トレーニングルーム

 ・トレーニング無料開放　※中学生以上が対象

　総合体育館アリーナ（13：30まで）

 ・フェンシング体験

 ・フリーテニス体験

 ・体組成測定、足型測定

 ・ニュースポーツ体験

　総合体育館男子選手控室

 ・スポーツ障害相談

わくわくスポーツコーナー ☺は小学校低学年の子も参加できます

♡は幼児も参加できます

（総合体育館アリーナのみ13：30まで）

市民健康スポーツのつどい

スポレクフェスタ２０１７
スポーツ推進課☎㉙5103、スポーツ推進課各分室、（一財）岩国市体育協会☎327372

健康推進課☎㉔3751

10月９日㈷　９：30～15：00
岩国運動公園・総合体育館、市内各会場

岩国運動公園メインステージ 

総合体育館アリーナ

問

日時

サンチェくんとフレッチェちゃんが来るよ !!

サンフレッチェ広島マスコットキャラクター

！ 体育館などの屋内施設のイベントには室内用シューズが必要です

！ 受動喫煙防止のためイベント敷地内は禁煙です

開会式、準備体操

ステージイベント

９：30～

14：00～

い き いききいき

わ く わ くわく

に っ こ りっこ り

場所

♡
♡

♡

♡
♡

☺

♡

♡

☺

☺

☺
☺

☺

☺

☺
♡

♡
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　横山河川敷運動広場　

 ・スローピッチソフトボール大会など

　　※事前申し込みが必要

　　　（一財）岩国市体育協会☎327372

　東地区　

 ・ペタンク、グラウンド・ゴルフ

　愛宕地区　

 ・歩こう大会（ウオーキング）

　灘地区　　

 ・ノルディックウオーキング

　小瀬地区（10月１日開催）　

 ・ペタンク、グラウンド・ゴルフ

　藤河地区　

 ・ペタンク、グラウンド・ゴルフ

　南河内地区　

 ・ペタンク、グラウンド・ゴルフ

 ・ミニテニス、たこ揚げ大会

　師木野地区　　

 ・ウオーキング

　通津地区　　　

 ・グラウンド・ゴルフ

 ・ソフトバレーボール

 ・ラージボール　など

　由宇地区　　　

 ・YOU・ゆうスポーツフェスタ2017

　　※四方綱引きは事前申し込みが必要

　　　ゆうスポーツクラブ☎631400

　玖珂地区　　　

 ・KUGAスポーツデー

　　※事前申し込みが必要

　　　KUGAスポーツクラブ☎826600　

　周東地区　　　

 ・フィットネス初心者向け体験講座（第 3 弾）

　　※事前申し込みが必要

　　　スポーツ推進課周東分室☎847707

　錦地区　

 ・秋を満喫！森林浴トレッキング

　　※事前申し込みが必要

　　　スポーツ推進課錦分室☎722215

　美川地区　

 ・かじかの里ウオーキング

　　※事前申し込みが必要

　　　スポーツ推進課錦分室美川担当☎760211

　美和・本郷地区　　　

 ・トライスポーツみわ！2017

 ・トライスポーツ本郷！2017

各地区で行われるイベント

総合体育館内　10：00～13：30 総合体育館内　10：00～14：30

　アリーナ　10：00～13：30　

 ・選んで食事バランスチェック！栄養相談

 ・知ろう！大腸がん・乳がん検診

 ・岩国市いきいきわくわくにっこり　

　　　　　　　　健康マイレージにチャレンジ

 ・第４回食育標語最優秀賞、特別賞作品の展示

　アリーナ　

 ・はいはいよちよち競走 [ 11：00・12：00 ]

 ・アンパンマン体操

 ・寸劇「食べるんじゃー」

 ・エプロンシアター「うんちくん」

 ・手作りおもちゃで遊ぼう 

 ・足型手形

 ・魚つり

 ・折り紙

 ・バルーンアート

 ・楽しく食育！ （豆つかみ、食育クイズ、

　お野菜かくれんぼ、食育カルタなど）

にっこり交流コーナー いきいき健康コーナー

♡全てのイベントに幼児が参加できます ☺は小学校低学年の子も参加できます

　エントランス　10：00～14：30

 ・健康茶の試飲！薬剤師相談

 ・目指せピッタリ!? 350g野菜測定

 ・高齢者の介護予防（チラシ配布）

 ・岩国寿司（200食）、野菜ケーキ（50食）販売

うんちくん」

ぼう

☺

☺

・ゴルフ

大会



6広報いわくに

１　消防・救急体制の充実

２　医療環境の整備

３　防災対策の充実　　　　　　　　　　　　　

　北朝鮮のミサイル問題に関する意見が多数寄せ

られるなど、安心・安全に対する関心が高まって

います。引き続き、いわくに消防防災センターを

中心とした防災拠点の整備を進め、消防力・防災

力の強化に努めるとともに、子供から高齢者まで

誰もが安心して健康で暮らし続けられるよう、救

命・救急体制の強化・充実などに努めます。

重要な施策 トップ３

（調査の結果、重要度が高かったもの）

１　中心市街地の活性化

２　地域経済の活性化

３　農林水産業の振興

　中心市街地や地域経済の活性化を図るため、引

き続き、創業支援や空き店舗対策事業を実施する

とともに、岩国駅周辺整備事業により整備される

東西自由通路や東西駅前広場などを活用したにぎ

わいの創出などに取り組みます。また農林水産業

の振興を図るため、担い手づくりや農林水産物の

ブランド化に取り組みます。

課題となる施策 トップ３

（調査の結果、満足度が低かったもの）

市民満足度調査の結果を
　　　　　　公開しています

　今後の市政運営に役立てるため「平成29

年度岩国市民満足度調査」を実施しました。

　市が行う施策に対する満足度や重要度につ

いて市民の皆さんの意見を聞いたもので、結

果は市ホームページで公開しています。その

中から一部を紙面で紹介します。

　行政経営改革課☎㉙5029

調査対象　 岩国市に住民登録がある満18歳以上の人

対象者数 　3,000人

抽出方法　 住民基本台帳を基に無作為抽出

調査方法　 郵送配布・郵送及びインターネット回収

調査期間　 ５月19日～６月４日まで

有効回収数 1,155人

回収率　　 38.50%問

　市ホームページで、詳細な調査結果や分析を掲載した報告書を見ることが

できます。「岩国市民満足度調査」で検索するか右記ＱＲコードなどからア

クセスしてください。

　市役所２階の市政情報コーナーで閲覧することもできます。

　各施策を総合的に見た満足度については「満

足（6.2％）」と「 や や 満 足（45.1％）」の 合 計 が

51.3％という結果となりました。前年度調査の

50.7% と比較すると0.6ポイント上昇しています。

　今回の調査結果を踏まえ、市民の皆さんに満足

していただけるよう、今後も必要な施策を行って

いきます。

総合満足度　51.3%

満足　6.2%

やや満足

  45.1%

あまり満足でない

　　     27.0％

満足でない
　 6.1％

無回答　3.3%

分からない
　 12.3％
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９月９日は「救急の日」です
救急医療・救急車の適正利用について考えてみましょう

　医師や看護師の不足による救急医療体制の崩壊

が、全国の多くの自治体で心配されています。同

じように、岩国市の救急医療体制も現在危機的な

状況にあります。

　皆さんが安心して日常生活を送るためには、必

要な人が、必要なときに救急医療を受けられる環

境を守らなければなりません。救急医療を守るた

めに、一人一人ができることから始めましょう。

問地域医療課☎㉙5011

　

か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
で
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康

に
関
す
る
相
談
が
で
き
る
と
と
も
に
、
診
療
の
際
に
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

救
急
医
療
は
、
緊
急
事
態
に
備
え
る
も
の
で
あ
り
、

限
ら
れ
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
昼
間
は
混
ん
で
い
る
か
ら
」「
仕
事
を
休
ま
な
く
て
済

む
か
ら
」
な
ど
と
い
っ
た
理
由
で
、
夜
間
に
受
診
す
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

や
む
を
得
ず
時
間
外
や
休
日
に
受
診
す
る
場
合
、
比

較
的
症
状
の
軽
い
人
は
、
医
師
会
病
院
救
急
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉑
１
１
９
９
）や
休
日
当
番
医
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
休
日
当
番
医
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
い
わ
く

に
15
日
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

緊
急
性
の
な
い
病
気
や
軽
い
け
が
な
ど
で
救
急
車
を

利
用
す
る
と
、
重
症
の
人
や
交
通
事
故
で
け
が
を
し
た

人
な
ど
の
搬
送
に
支
障
が
出
ま
す
。
救
急
車
は
適
正
に

利
用
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
緊
急
性
が
あ
る
か

ど
う
か
、
重
症
か
ど
う
か
の
判
断
が
困
難
な
場
合
は
、

迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

わたしたち一人一人にできること

受
診
は
平
日
の
診
療
時
間
内
に
し
ま
し
ょ
う

医
師
会
病
院
救
急
セ
ン
タ
ー
や

　
　
　
　

休
日
当
番
医
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

救
急
車
は
適
正
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

夜
間
の
子
供
の
急
な
病
気
に
、
看
護
師
や
小

児
科
医
が
症
状
に
応
じ
た
適
切
な
助
言
を
行
う

電
話
相
談
で
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号　

①
♯
８
０
０
０
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
と
携
帯
電
話
か
ら
利
用
で
き
ま

す
）

②
０
８
３
―
９
２
１
―
２
７
５
５
（
全
て
の
電

話
か
ら
利
用
で
き
ま
す
）

対
象　

15
歳
未
満
の
子
供

相
談
時
間　

19
時
～
翌
朝
８
時
（
年
中
無
休
）

料
金　

無
料
（
通
話
料
は
利
用
者
負
担
）

～
夜
間
の
子
供
の
急
な
病
気
に
～

小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

時間外や休日の各医療機関の役割

緊
急
性

症　

状

軽

重

低

高

6,800

6,400

19

6,000

岩国地区の救急車による搬送人員（岩国地区消防組合）

H26 H27 H28

17.8人 17.7人

18.5人
6,486人 6,449人

6,777人

18

17

【
１
日
当
た
り
の
搬
送
人
員
】

【
１
年
間
の
搬
送
人
員
】

（人） （人）

●一刻を争う重篤な救急患者刻刻 篤 救救刻刻 争争争
○岩国医療センター救命救急センター

●手術や入院が必要な救急患者● 要 救 者●手手術術術 入院入院院
○岩国医療センター　
○医師会病院救急センター
○市立錦中央病院　○市立美和病院

●入院の必要がない軽症患者

○医師会病院救急センター
○休日当番医
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市政
ＰＩＣＫ－ＵＰ

愛宕山運動施設エリア内覧会

キ
ズ
ナ
つ
な
ぐ
施
設
へ

　

７
月
19
日
、
中
国
四
国
防
衛
局
が

整
備
を
進
め
て
い
る
愛
宕
山
地
区
の

運
動
施
設
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
野
球

場
「
キ
ズ
ナ
ス
タ
ジ
ア
ム
」
な
ど
の

内
覧
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
田
良
彦
市
長
は
「
こ
れ
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
日

米
の
絆
が
よ
り
深
ま
る
施
設
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
ま
た
岩
国
は
高
校
野
球

が
盛
ん
。
地
元
の
球
児
が
こ
こ
で
熱

戦
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
米
軍
岩
国
基

地
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ァ
ー
ス
ト
司

令
官
は
「
楽
し
み
な
が
ら
お
互
い
を

尊
重
す
る
関
係
を
築
い
て
い
き
た

い
」
と
施
設
の
役
割
に
期
待
を
示
し

ま
し
た
。

　

今
後
施
設
は
米
軍
に
提
供
さ
れ
、

市
が
共
同
で
使
用
す
る
た
め
の
手
続

き
な
ど
を
行
っ
た
後
に
市
民
の
利
用

開
始
と
な
り
ま
す
。

　

同
エ
リ
ア
に
は
他
に
、
多
様
な
機

能
を
備
え
た
日
米
交
流
に
利
用
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
、
人

工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
を
備
え
た

第
４
種
公
認
陸
上
競
技
場
な
ど
が
今

年
度
中
に
完
成
予
定
で
す
。

問
拠
点
整
備
推
進
課
☎
㉙
５
１
６
４
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８
月
１
日
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

で
「
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
音
楽
鑑

賞
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
音
楽
鑑
賞
教
室
は
、
プ
ロ
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
を
聴
い
て
ほ

し
い
と
市
内
の
小
学
６
年
生
を
対
象

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
訪
れ
た
約
千

人
の
児
童
は
広
島
交
響
楽
団
の
美
し

い
音
色
に
魅
了
さ
れ
、
真
剣
な
表
情

で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
指

揮
者
で
あ
る
下
野
竜
也
氏
の
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
た
分
か
り
や
す
い
解
説
や
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
伴
奏
で
市
歌
を
歌

う
な
ど
、
児
童
た
ち
は
楽
し
く
ぜ
い

た
く
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
岩
国
市
文
化
芸
術

振
興
プ
ラ
ン
の
「
未
来
へ
は
ば
た
く

子
供
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
金
を
積
み
立
て
た
「
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
」
を
財
源
と
し
て
、
次
代
を

担
う
子
供
た
ち
が
優
れ
た
文
化
芸
術

に
触
れ
、
感
受
性
豊
か
な
人
間
と
し

て
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
今

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

問
文
化
振
興
課
☎
㉙
５
２
１
１

質
の
高
い
音
楽
に
触
れ
る
機
会
を

異
文
化
に
触
れ
、
互
い
に
成
長

豊かな心をはぐくむ
音楽鑑賞教室

▲現地の子供たちに、かぶとやカエルなどの折り方を

　教える

▲プログラム立ち上げから20年以上に渡り尽力され

　た真由美スミス氏（右）。今年で最後の活動となる

青少年海外派遣事業

　

７
月
22
日
か
ら
８
月
６
日
ま
で
、

青
少
年
海
外
派
遣
事
業
と
し
て
市
内

の
高
校
生
13
人
が
、
姉
妹
都
市
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
エ
ベ
レ
ッ
ト
市

に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
青
少
年
の
国
際
理

解
を
深
め
、
次
代
を
担
う
人
材
の
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

な
が
ら
エ
ベ
レ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ
で
英
語
研
修
を
受
講
し
、

市
役
所
や
警
察
署
、
博
物
館
を
訪
問

す
る
な
ど
し
て
見
聞
を
広
げ
ま
し
た
。

　

現
地
の
大
学
生
や
子
供
た
ち
と
の

折
り
紙
な
ど
を
通
じ
た
交
流
で
は
、

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
英
語
力
と
自

信
を
身
に
付
け
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
さ
よ
な
ら

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
前
で
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、

思
わ
ず
涙
を
浮
か
べ
る
生
徒
も
い
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
異
文
化
に
対
し
理
解

を
深
め
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
充
実

し
た
16
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

問
文
化
振
興
課
☎
㉙
５
２
１
１

▲ホルストの組曲「惑星」より「木星」などがホール

　内に響き渡る

▲開演前に演奏を心待ちにしている児童たち

9
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す
ま

い
る

Smile

Vol.101

数井　虎夫さん

（美川町在住）

　美川町優良材生産研

究会代表。市内の小・

中学生向けの森林体験

学習で講師をし、間伐

など林業について子供

たちに指導する。平成

６年度山口県指導林業

士認定。

▼木材をいかだで下流へ運ぶ風景を約60年
　ぶりに再現した (平成16年)

10

美
川
の
林
業
を
未
来
へ

　

「
知
ら
な
い
人
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
美
川
は
林
業
の
ま
ち
で
し
た
」
と
話
す

の
は
、
美
川
町
優
良
材
生
産
研
究
会
代
表
の

数
井
虎
夫
さ
ん
で
す
。

　

昭
和
初
期
、
旧
美
川
町
で
は
出
荷
す
る
木

材
で
い
か
だ
を
造
り
、
錦
川
に
浮
か
べ
て
下

流
へ
運
ぶ
風
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
後

期
に
は
県
内
で
最
も
林
道
の
密
度
が
高
く
、

い
つ
も
ど
こ
か
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
音
が
聞

こ
え
て
い
た
そ
う
で
す
。
小
ま
め
に
枝
打
ち

し
た
木
は
質
が
良
く
、
高
値
で
買
い
取
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
数
井
さ
ん
も
毎
日
山
へ
行
き
、

木
の
手
入
れ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

美
川
の
木
の
価
値
を
上
げ
る
た
め
、
地
元

の
仲
間
と
平
成
６
年
に
今
の
団
体
を
結
成
し

ま
す
。
し
か
し
外
国
産
木
材
の
流
通
な
ど
に

よ
っ
て
国
内
産
の
価
格
が
下
が
り
、
道
路
や

線
路
の
影
響
で
木
材
の
運
搬
も
難
し
く
な
っ

っ
て
帰
る
姿
を
見
る
と
、
自
然
に
触
れ
る
機

会
を
作
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

子
供
た
ち
に
特
に
伝
え
た
い
の
は
、
間
伐

の
大
切
さ
と
言
い
ま
す
。「
間
伐
を
し
な
い

と
山
に
光
が
入
ら
な
く
な
り
、
草
が
生
え
ず

土
が
痩
せ
、
地
滑
り
が
発
生
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
間
伐
し
た
木
材
を
そ
の
ま
ま

放
置
す
る
と
、
大
雨
の
と
き
に
流
木
被
害
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
」。
数
井
さ
ん
は
今
、

間
伐
材
の
有
効
利
用
と
し
て
、
間
伐
材
で
い

か
だ
を
造
り
錦
川
に
浮
か
べ
、
か
つ
て
の
美

川
の
風
景
を
再
現
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

「
今
は
ど
れ
だ
け
山
に
行
っ
て
も
お
金
に

な
ら
な
い
の
で
、
林
業
を
や
っ
て
よ
か
っ
た

と
思
え
る
時
代
は
、
自
分
が
生
き
て
い
る
間

に
も
う
来
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
林
業

の
行
く
末
を
心
配
す
る
一
方
、
子
供
た
ち
へ

の
指
導
も
、
い
か
だ
造
り
も
「
や
っ
ぱ
り
木

が
好
き
だ
か
ら
」
と
笑
顔
で
話
す
数
井
さ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
美
川
の
林
業
と
間
伐
の
大
切

さ
を
伝
え
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

▲地域の人と協力していかだを錦川
　に浮かべる

▲森林体験学習では、もやい結びな
　どのロープワークを指導

た
こ
と
で
、
美
川
で
林
業
を
す

る
人
が
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
数
井
さ
ん
は
林
業
の

傍
ら
、
森
林
体
験
学
習
の
講
師

を
し
て
い
ま
す
。「
学
習
中
、
山

で
力
い
っ
ぱ
い
走
り
回
る
子
供

た
ち
を
見
て
、
や
っ
ぱ
り
子
供

は
自
然
の
中
で
遊
ぶ
の
が
一
番

だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
体
験

を
し
た
子
が
林
業
の
職
に
就
く

と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
で

切
っ
た
木
片
を
大
事
そ
う
に
持



　

８
月
５
日
、
錦
帯
橋
周
辺
で
「
第
50

回
記
念
錦
川
水
の
祭
典
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
朝
か
ら
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
約
12
万
人
の
家
族
連
れ
な

ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

20
時
か
ら
花
火
大
会
が
始
ま
り
、
次

々
と
打
ち
上
げ
ら
れ
た
約
６
千
発
の
色

鮮
や
か
な
花
火
が
、
多
く
の
観
客
を
魅

了
し
て
い
ま
し
た
。

第
50
回
記
念

錦
川
水
の
祭
典

11 2017.9.1
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笑顔いっぱい元気いっぱい夏まつり！

ふるさとの海をきれいに

　７月８日、本郷ふるさと交流館

で子供体験教室「クラフトを編ん

で、ミニかごをつくろう！」が開

催されました。初めは苦戦してい

た子供たちも、編んでいくうちに

コツをつかんできたようで、時間

通りに立派なかごを作ることがで

きました。モダンなかごの完成に

「何を入れようかな～」とみんな

楽しそうにはしゃいでいました。

　7 月 5 日、「七夕交流会」に美

川小学校の2年生とみかわ保育園

児、地域住民が参加しました。

　願い事を書いた短冊を飾り付け

るのに、こよりを笹に結び付ける

のが難しく、結んだと思えばポロ

リと外れてしまうなど四苦八苦。

その後はみんなでゲームをしたり、

歌を歌ったり、音楽を聞いたりと

とても楽しい時間を過ごしました。

　７月22日、海岸清掃エコツアーが行われました。参加者38

人は岩国港からチャーター船で柱島に渡り、海岸に漂着したご

みの調査を行いました。その後、地引網体験やカサゴの稚魚の

放流、海水浴などを楽しみ、お昼は地元で取れた魚を食べたり、

生きたタコを調理したりと、大満足の一日となりました。

　７月21日、さかうえ保育園で毎年恒例の「夏まつり」が開

催されました。園児たちはこの日のために一生懸命練習した踊

りを元気いっぱいに披露し、保護者から温かい拍手が送られて

いました。ヨーヨー釣りや手作りのもぐらたたきゲームなども

あり、みんなで一緒にお祭りを楽しみました。

みんなの願いが
　かないますように！

このかご、
　　僕が作ったんだよ



　７月22日、錦ふるさとセンター

で「夜～遊びフェスタ2017」が

開催されました。雷雨のため屋内

ホールでの催しとなりましたが、

ひろせ保育園のお遊戯を皮切りに、

地元小・中学生によるダンス、歌

謡ショー、よさこいなど多彩な催

しが会場を盛り上げました。最後

は抽選会で締めくくり、夜～遊ん

だ、暑～い夏の夜になりました。

玖珂で日本一を目指した熱い戦い

　８月４日～６日、玖珂総合公園で小学生のホッケー日本一を

決める「第39回全国スポーツ少年団ホッケー交流大会」が開

催され、全国各地から男女40チームが参加しました。地元か

ら出場したKUGAホッケースポーツ少年団は、女子が第 3 位

入賞、男子はベスト８に入る活躍で、会場を盛り上げました。 

１秒でも速く泳ぎたい

　７月26日、高森小学校プールで「玖西水泳競技大会」が開

催されました。周東町内の小学校６校から５・６年生が参加し、

自由形、平泳ぎ、個人メドレー、リレーでタイムを競いました。

友達や保護者の声援が響く中、児童たちは練習の成果を発揮し、

自己ベスト更新を目指して懸命に泳ぎました。

夏が来た！海水浴だ！！

夜
よ

～遊びました

　７月15日、｢ 潮風公園みなとオ

アシスゆう ｣ が海開きしました。

　まず安全祈願祭が行われ、関係

者がシーズン中の無事故を祈念し

た後、楽しみにしていた子供たち

の歓声がビーチに元気よく響き渡

りました。夏休み期間中、市内は

もちろん、県内外から毎日大勢の

海水浴客が訪れ、ビーチはにぎわ

いを見せました。
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●
手
足
や
腋え

き

か窩
（
脇
）
の
多
汗
症

14広報いわくに

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

[138]

牛肉と千切り野菜の
　　　　　　南蛮漬け

　

運
動
し
た
り
暑
か
っ
た
り
す
る
と
、
私
た

ち
は
汗
を
か
く
こ
と
で
熱
を
発
散
さ
せ
て
体

温
の
上
昇
を
防
い
で
い
ま
す
。
ま
た
精
神
的

な
緊
張
か
ら
汗
を
か
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
汗
を
か
く
こ
と
は
日
常
誰

し
も
が
経
験
す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
手
の

ひ
ら
や
足
の
裏
ま
た
脇
な
ど
に
日
常
生
活
で

困
る
ほ
ど
、
ま
た
人
に
見
ら
れ
て
恥
ず
か
し

い
と
思
う
ほ
ど
汗
を
か
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
掌
し
ょ
う
せ
き
た
か
ん
し
ょ
う

蹠
多
汗
症
、
腋
窩
多
汗
症
と
い

い
ま
す
。

　

多
汗
症
は
思
春
期
か
ら
発
症
す
る
こ
と
が

多
く
、
試
験
な
ど
で
緊
張
す
る
と
手
汗
で
鉛

筆
が
滑
っ
て
困
る
と
い
う
悩
み
を
中
学
生
か

ら
よ
く
聞
き
ま
す
。
ま
た
衣
服
に
ワ
キ
の
汗

が
染
み
て
夏
に
薄
着
に
な
る
と
き
は
人
に
見

ら
れ
て
恥
ず
か
し
い
、
市
販
の
制
汗
剤
で
は

汗
を
止
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
悩
み

も
多
い
で
す
。
患
者
さ
ん
の
悩
み
は
深
刻
で
、

程
度
に
も
よ
り
ま
す
が
、
人
前
に
出
ら
れ
な

い
な
ど
生
活
に
支
障
が
出
る
ほ
ど
の
人
も
い

ま
す
。
腋
窩
多
汗
症
の
患
者
は
全
国
で
２
４

９
万
人
も
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

治
療
と
し
て
は
、
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
液

の
塗
布
（
病
院
で
調
整
し
た
も
の
、
商
品
と

な
っ
て
い
る
も
の
）、
内
服
療
法
、
ボ
ト
ッ

ク
ス
注
射
、
手
術
（
胸
き
ょ
う
く
う
き
ょ
う
か

腔
鏡
下
胸
部
交
感
神

経
節
切
除
術
）
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
液
の
外
用
剤
は
市
販

品
も
あ
り
ま
す
が
濃
度
が
低
い
た
め
効
果
が

少
な
く
、
病
院
で
調
整
し
た
も
の
ま
た
は
輸

入
品
が
有
効
で
す
。
こ
の
外
用
剤
は
、
汗
腺

（
汗
の
出
る
線
）
を
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
に

よ
っ
て
ふ
さ
ぐ
こ
と
に
よ
り
汗
を
抑
え
る
も

の
で
す
。
か
ぶ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
使
用
部

位
に
よ
っ
て
濃
度
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
ま
ず
第
一
に
試
し
て
み
る
方
法
で
す
。

内
服
療
法
は
、
全
身
の
発
汗
を
抑
え
る
た
め

口
が
渇
く
な
ど
の
抗
コ
リ
ン
作
用
の
副
作
用

が
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
有
効
で
す
。

　

外
用
治
療
・
内
服
療
法
で
改
善
が
見
ら
れ

な
い
脇
汗
に
対
す
る
ボ
ト
ッ
ク
ス
注
射
に
つ

い
て
は
、
２
０
１
２
年
11
月
か
ら
健
康
保
険

が
適
用
に
な
り
、
注
射
後
６
カ
月
く
ら
い
は

症
状
が
抑
え
ら
れ
る
の
で
有
効
な
治
療
で
す
。

手
掌
多
汗
症
（
手
の
ひ
ら
の
多
汗
症
）
に
も

ボ
ト
ッ
ク
ス
注
射
は
有
効
で
す
が
、
現
在
健

康
保
険
は
適
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
注
射
に
よ

る
痛
み
も
強
く
、
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

手
と
腋
窩
の
多
汗
症
に
は
手
術
が
有
効
で

す
が
、
他
の
部
位
の
発
汗
が
ひ
ど
く
な
る
こ

と
も
あ
り
、
十
分
説
明
を
受
け
て
か
ら
手
術

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
岩
国
市
医
師
会
】

作り方

●エネルギー 264kcal/ 人　●食塩相当量 1.1g/ 人

①ネギ、ニンジン、セロリ、キュウリを４～５㎝の

長さに千切りにする。

②赤トウガラシは種を除き、輪切りにする。

③ボウルに①のネギ、ニンジン、セロリ、②の赤ト

ウガラシを入れる。Ａを煮立てて熱いうちに加え、

ショウガ汁とゴマ油を入れる。

④牛肉は食べやすい大きさに切り、熱したフライパ

ンにサラダ油を入れてさっと焼き、③に漬け込む。

⑤食べる直前にキュウリを混ぜ合わせる。

★ひとことポイント★

　夏の疲れに薬味野菜を積極的に取り入れましょう。

レシピ提供：岩国市食生活改善推進協議会

の

材料（４人分）

・牛モモ薄切り肉

　　　　　　…300g

・ネギ…１本

・ニンジン…60g

・セロリ…１本

・キュウリ…１本

・赤トウガラシ…１本

・サラダ油…大さじ２

A

〈漬け汁〉

・酢…1/4カップ

・しょうゆ…大さじ１・1/2

・酒…大さじ1/2

・砂糖…大さじ１

・だし汁…1/4カップ

・ショウガ汁…少々

・ゴマ油…少々
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対
象　

市
内
に
住
ん
で
い
る
障
害
者（
児
）、

そ
の
家
族
ま
た
は
関
係
者
な
ど
か
ら
な
る
団

体
で
、
新
た
に
自
発
的
な
支
援
事
業
を
行
い
、

市
の
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の　

対
象
事
業　

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
災
害
対

策
事
業
、
孤
立
防
止
支
援
事
業
、
社
会
活
動

支
援
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業
な
ど

補
助
額　

対
象
と
な
る
事
業
の
経
費
全
額

（
10
万
円
を
限
度
）

※
申
請
団
体
が
多
数
の
場
合
は
書
類
審
査

募
集
期
間　

９
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮
（
消
印

有
効
）

申
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送

ま
た
は
直
接
、
障
害
者
支
援
課
へ
提
出

問
障
害
者
支
援
課
☎
㉙
２
５
２
２

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日
で
す

　

公
共
下
水
道
区
域
内
に
住
ん
で
い
る
人
に

次
の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
水
洗
便
所
へ
の
改
造
は
お
早
め
に
！

　

公
共
下
水
道
区
域
内
で
は
、
供
用
開
始
の

公
示
後
３
年
以
内
に
く
み
取
り
便
所
を
水
洗

便
所
に
改
造
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
排
水

設
備
を
設
置
し
、
下
水
道
へ
接
続
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
家

は
、
排
水
設
備
の
設
置
に
合
わ
せ
、
し
尿
浄

化
槽
を
撤
去
し
下
水
道
へ
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

●
水
洗
化
工
事
（
排
水
設
備
工
事
）
は
、
指

障
害
者
の
活
動
支
援
団
体
へ
の

補
助
金
交
付

　

障
害
者（
児
）が
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
発

的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
に
、
補
助
金
を
交

付
す
る
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

●
市　

役　

所

☎
㉙
５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所

☎
63
１
１
１
１

●
玖
珂
総
合
支
所

☎
82
２
５
１
１

●
周
東
総
合
支
所

☎
84
１
１
１
１

●
錦
総
合
支
所

☎
72
２
１
１
１

●
美  

川  

支  

所

☎
76
０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所

☎
96
１
１
１
１

●
本  

郷  

支  

所

☎
75
２
３
１
１

岩国市役所　〒740－8585

岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

定
工
事
店
で
！

　

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
化
し
公
共
下
水
道

へ
接
続
す
る
工
事
は
、
市
が
指
定
し
た
工
事

店
で
な
け
れ
ば
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

●
公
共
下
水
道
使
用
料
の
お
支
払
い
は
、
便

利
で
確
実
な
口
座
振
替
で
！

　

使
用
料
の
支
払
い
は
、
便
利
で
納
め
忘
れ

の
な
い
「
口
座
振
替
」
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

振
替
日　

隔
月
の
末
日
（
た
だ
し
、
土
・
日

曜
、
祝
日
の
場
合
は
、
翌
営
業
日
）

申
通
帳
の
届
け
出
の
印
鑑
を
持
参
し
、
預
貯

金
口
座
の
あ
る
市
内
の
金
融
機
関
に
備
え
付

け
の
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
提
出

●
公
共
下
水
道
使
用
料
の
納
期
内
の
納
付
に

ご
協
力
を
！

　

使
用
料
の
滞
納
は
、
使
用
者
間
の
公
平
性

を
欠
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
滞
納
が
続

い
た
場
合
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
下
水
道
課
☎
㉙
５
１
４
３

愛
宕
橋
通
行
止
め
規
制
解
除
の

見
込
み

　

愛
宕
橋
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
対
策
と
し

て
平
成
28
年
度
か
ら
大
規
模
修
繕
・
更
新
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
本
年
３
月
、

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など

をお届けいたします。

お
知
ら
せ

工
事
中
に
著
し
い
損
傷
箇
所
が
新
た
に
確
認

さ
れ
、
大
変
危
険
な
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
も
終
日
車
両
通
行
止
め
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
損
傷
箇
所
に
つ
い
て
は
、
今
秋
か
ら

着
手
す
る
第
２
期
工
事
の
中
で
復
旧
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
来
春
５
月
末
を
め
ど
に
規

制
解
除
す
る
見
込
み
で
す
。
な
お
平
成
30
年

秋
か
ら
第
３
期
工
事
に
よ
る
車
両
通
行
止
め

を
行
い
、
全
て
の
工
事
完
成
は
平
成
31
年
春

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
し
ば
ら
く
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
歩
行
者
・
自
転
車
は
、
終
日
通
行
で
き
ま

す問
道
路
課
☎
㉙
５
１
３
０

愛宕橋

愛宕橋の交通規制（終日車両通行止め継続中）

西
岩
国
駅

※人・自転車は通行できます

※詳しい規制内容は現地の看板など

でもお知らせします
至広島

錦見地区

牛野谷地区

市民
球場

新愛宕橋

錦川
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は
異
な
り
ま
す

※
２　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
25
個
の
項

目
で
日
常
生
活
に
必
要
な
機
能
の
低
下
を
調

べ
る
）
に
よ
る
判
定
で
対
象
と
な
る
人

※
３　

年
度
途
中
か
ら
の
実
施
は
月
割
金
額

問
高
齢
者
支
援
課
☎
㉙
２
５
６
６

高
齢
者
生
き
が
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

活
動
事
業
は
岩
国
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒

５
８
７
７

米
軍
の
弾
薬
処
理

日
時　

９
月
４
日
㈪
～
８
日
㈮
・
11
日
㈪
・

12
日
㈫
、
19
日
㈫
～
21
日
㈭　

８
時
～
17
時

場
所　

姫
子
島

※
天
候
な
ど
の
都
合
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す

問
基
地
政
策
課
☎
㉙
５
０
２
４

市
内
図
書
館
の
休
館

　

資
料
点
検
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
市
内
図

書
館
を
休
館
し
ま
す
。

岩
国
図
書
館　

９
月
12
日
㈫
・
13
日
㈬

美
和
図
書
館　

９
月
20
日
㈬

中
央
図
書
館
麻
里
布
分
室　

９
月
28
日
㈭
・

29
日
㈮

問
中
央
図
書
館
☎
㉛
０
０
４
６
、
市
内
各
図

書
館

る
活
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
１　

社
会
福
祉
協
議
会
実
施
の
サ
ロ
ン
と

水
道
管
漏
水
調
査

日
時　

９
月
４
日
㈪
～
平
成
30
年
３
月
30
日

㈮　

９
時
～
17
時
、
21
時
～
３
時
（
土
・
日

曜
、
祝
日
を
除
く
）

調
査
区
域　

平
田
、
楠
町
、
中
津
町
、
車
町
、

川
下
町
、
旭
町
、
牛
野
谷
町
、
愛
宕
町
、
門

前
町
、
尾
津
町
、
南
岩
国
町
、
海
土
路
町
、

藤
生
町
、
黒
磯
町
、
青
木
町
、
保
津
町
、
通

津
、
由
宇
地
区
、
美
和
地
区
、
由
西
地
区

調
査
箇
所　

家
庭
の
止
水
栓
、
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
周
辺
、
道
路
下
に
埋
設
の
水
道
管

受
注
者　

㈱
コ
ス
モ
リ
サ
ー
チ

※
調
査
員
は
水
道
局
発
行
の
腕
章
を
付
け
、

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す

問
水
道
局
給
水
課
☎
㉒
１
１
９
８

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

高
齢
者
を
支
援
す
る
お
お
む
ね
５
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、
活
動
費
助
成
を
行
い

ま
す
。

　

「
新
し
い
総
合
事
業
」
で
は
、
住
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
高
齢
者
の
生
活

支
援
や
、
介
護
予
防
に
向
け
た
通
い
の
場
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
資
格
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
ご
み
出
し
や
簡
単
な
掃
除
な

ど
、
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
自
分
た
ち
が
で
き

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

生活の支援 通いの場づくり

サービス名
訪問型サービスタ
イプ３

高齢者生きがいボラン
ティアグループ活動事業

通所型サービスタイプ３
介護予防・通いの場づく
り事業

内容
居宅を訪問し生活援助を行う（ごみ出し・簡
単な掃除・見守り・話し相手）

高齢者の閉じこもり予防や
自立支援に向けた通所事業

介護予防となる住民運営
の通いの場づくり ※１

対象者
要支援者・事業対
象者 ※２

おおむね65歳以上の高
齢者

要支援者・事業対象者
※２

おおむね65歳以上の高齢
者

回数 週１回以上 必要数 週１回程度・年40回以上 月２回程度以上

助成金額
上限66,000円／年
※３

500円／回
年96回 48,000円を上限

送迎あり＝
上限120,000円／年
送迎なし＝
上限72,000円／年
※３

年25回（月２回程度）以上
＝上限30,000円／年
年40回（週１回程度）以上
＝上限48,000円／年
年80回（週２回程度）以上
＝上限96,000円／年 ※3

助成対象サービス・助成金額など
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間
で
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

『
合
意
分
割
制
度
』
と
『
３
号
分
割
制
度
』

が
あ
り
ま
す
。

●
合
意
分
割
制
度

　

二
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り
婚
姻
期
間
中
の

厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
を
分
割
で
き

る
制
度
で
す
。
離
婚
当
事
者
は
分
割
す
る
こ

と
と
そ
の
按
分
割
合
に
つ
い
て
合
意
し
た
上

で
、
年
金
事
務
所
に
厚
生
年
金
の
分
割
請
求

手
続
き
を
行
い
ま
す
。
請
求
に
当
た
っ
て
は

次
の
条
件
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

○
二
人
の
合
意
や
裁
判
手
続
き
に
よ
り
年
金

分
割
の
割
合
を
定
め
て
い
る

○
請
求
期
限
（
離
婚
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら

２
年
）
を
経
過
し
て
い
な
い

●
３
号
分
割
制
度

　

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人

か
ら
の
請
求
に
よ
り
、
相
手
方
の
保
険
料
納

付
記
録
を
２
分
の
１
ず
つ
分
割
で
き
る
制
度

で
す
。
請
求
に
当
た
っ
て
は
次
の
条
件
全
て

に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
と
は
、
厚
生

年
金
保
険
の
被
保
険
者
ま
た
は
共
済
組
合
の

組
合
員
の
被
扶
養
配
偶
者
で
、
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
人
を
い
う

○
平
成
20
年
４
月
１
日
以
後
に
国
民
年
金
第

3
号
被
保
険
者
期
間
が
あ
る

○
請
求
期
限
（
離
婚
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら

２
年
）
を
経
過
し
て
い
な
い

問
岩
国
年
金
事
務
所
☎
㉔
２
２
２
２

ま
し
た
。
体
調
不
良
の
動
物
と
接
す
る
場
合

な
ど
は
、
感
染
予
防
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
重
症
熱
性
血
小
板

減
少
症
候
群
（
Ｓ
Ｆ

Ｔ
Ｓ
）
に
つ
い
て
」

を
参
照
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）

問
健
康
推
進
課
☎
㉔
３
７
５
１

全
国
労
働
衛
生
週
間

●
働
き
方
改
革
で
見
直
そ
う　

み
ん
な
が
輝

く　

健
康
職
場

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
職
場
に
お
け
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
過
重
労
働
に
よ
る
健
康

障
害
の
防
止
対
策
な
ど
を
促
進
す
る
た
め
、

全
国
労
働
衛
生
週
間
を
定
め
て
い
ま
す
。
労

働
者
の
健
康
管
理
の
た
め
、
各
職
場
に
お
い

て
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

期
間　

10
月
１
日
㈰
～
７
日
㈯

問
山
口
県
労
働
政
策
課

☎
０
８
３
―

９
３
３
―

３
２
１
０

離
婚
時
の
年
金
分
割
は

　

２
年
以
内
に
請
求
手
続
き
を

　

「
離
婚
分
割
」
と
は
離
婚
な
ど
を
し
た
際

に
厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
を
当
事
者

浄
化
槽
設
置
補
助
金
申
請
受
付

　

12
月
28
日
㈭
ま
で
浄
化
槽
設
置
に
伴
う
補

助
金
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
予
算

が
無
く
な
り
次
第
終
了
）

　

今
年
度
か
ら
、
み
な
し
（
単
独
処
理
）
浄

化
槽
の
撤
去
費
用
も
補
助
対
象
と
な
り
ま
し

た
。

　

補
助
金
に
対
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
下
水
道
課
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
問
下
水
道
課
☎
㉙
５
１
４
５

ダ
ニ
媒
介
感
染
症
を

　
　
　
　

予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

ダ
ニ
に
か
ま
れ
て
感
染
す
る
病
気
の
中
に
、

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ

Ｓ
）
と
い
う
病
気
が
あ
り
ま
す
。
重
症
熱
性

血
小
板
減
少
症
候
群
の
主
な
初
期
症
状
は
、

発
熱
、
全
身
倦
怠
感
、
消
化
器
症
状
で
、
重

症
化
し
、
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ウ

イ
ル
ス
を
有
す
る
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
る
こ
と

に
よ
り
感
染
し
ま
す
。

　

最
近
、
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
発

症
し
て
い
る
野
生
動
物
や
猫
・
犬
も
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ヒ
ト
の
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ

で
認
め
ら
れ
る
症
状
の
あ
っ
た
猫
に
か
ま
れ

た
人
が
発
症
し
、
死
亡
し
た
例
が
確
認
さ
れ

広告の問い合わせは、㈱ホープ☎092-716-1404

広告
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だ
さ
い

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
、
ま

た
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必

要
書
類
を
添
え
て
中
心
市
街
地
整
備
課
へ
提

出問
中
心
市
街
地
整
備
課
☎
㉙
５
１
０
５

防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校

試
験
日　

○
防
衛
大
学
校　

11
月
４
日
㈯
・

５
日
㈰　

○
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科　

10

月
28
日
㈯
・
29
日
㈰　

○
防
衛
医
科
大
学
校

看
護
学
科　

10
月
14
日
㈯　

入
校
時
期　

平
成
30
年
４
月
上
旬

受
付
期
間　

９
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮

申
問
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域

事
務
所
☎
㉓
１
５
８
０　

子
供
の
健
康
無
料
相
談
会

　
　
　
　
　
　

（
あ
か
り
の
会
）

日
時　

９
月
12
日
㈫　

10
時
～
11
時

場
所　

岩
国
市
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病
院

リ
ハ
ビ
リ
棟
２
階
会
議
室

ま
ち
な
か
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

助
成
事
業
（
第
２
回
）

　

あ
な
た
の
お
店
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
集

客
力
を
高
め
ま
せ
ん
か
？

対
象　

既
存
・
新
規
店
舗
の
営
業
者

対
象
区
域　

岩
国
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
区
域
内

対
象
業
種　

小
売
業
、
飲
食
店
な
ど

対
象
費
用　

集
客
力
向
上
の
た
め
に
店
舗
を

改
装
す
る
工
事
、
店
舗
で
専
ら
使
用
す
る
備

品
の
購
入

※
費
用
の
合
計
額
（
消
費
税
を
除
く
）
は

50
万
円
以
上

助
成
額　

対
象
費
用
（
消
費
税
を
除
く
）
の

２
分
の
１
（
上
限
１
０
０
万
円
）

申
込
期
間　

９
月
29
日
㈮
～
10
月
６
日
㈮

※
助
成
金
は
、
先
着
順
で
予
算
の
範
囲
内
の

交
付
と
な
り
ま
す

※
交
付
決
定
は
、
申
請
内
容
に
つ
い
て
審
査

会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
適
当
と
認
め
た
と

き
に
行
い
ま
す

※
交
付
申
請
か
ら
交
付
決
定
ま
で
２
カ
月
程

度
か
か
り
ま
す

※
工
事
の
施
工
、
備
品
の
購
入
は
交
付
決
定

後
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

※
実
績
報
告
書
（
工
事
完
了
、
支
払
い
後
）

は
平
成
30
年
３
月
上
旬
ま
で
に
提
出
し
て
く

相　

談

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

医
師
が
子
供
の
健

康
や
病
気
、
発
達
障
害
、

育
て
方
な
ど
に
つ
い
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

※
無
料
託
児
付
き

料
金　

無
料

申
問
小
児
医
療
を
守
る
会
＊
あ
か
り

☎
０
８
０
―

６
３
１
５
―

４
７
１
９

市
民
活
動
さ
ぽ
ー
と
講
座
（
初

級
編
）

●
広
報
紙
の
作
り
方
の
コ
ツ
～
伝
わ
る
文
章

力
～

対
象　

市
内
に
在
住
し
て
い
る
人
、
市
民
活

動
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

日
時　

９
月
27
日
㈬　

13
時
30
分
～
15
時
30

分場
所　

中
央
公
民
館　

第
１
講
座
室

定
員　

30
人
（
要
予
約
）

内
容　

読
ん
で
も
ら
え
る
記
事
の
書
き
方
を

学
び
、
実
際
に
広
報
紙
作
り
を
体
験
す
る

講
師　

小
笠
喜
徳
氏
（
中
国
新
聞
社
岩
国
総

局
長
）

料
金　

無
料

申
問
い
わ
く
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
44
０
２
８
８ 講

演
・
講
座

試　

験

募　

集
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子
育
て
女
性
等
を
対
象
に
し
た

　
　

就
職
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

対
象　

就
職
を
希
望
す
る
子
育
て
女
性
な
ど

※
託
児
無
料
（
就
学
前
児
童
が
対
象
）

日
時　

９
月
11
日
㈪
～
10
月
12
日
㈭
の
う
ち

20
日
程
度
（
１
日
当
た
り
３
時
間
程
度
）

場
所　

Ｙ
Ｉ
Ｃ
保
育
＆
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

ベ
ル
デ
ビ
ル
教
室
（
麻
里
布
町
二
丁
目
２
―

18
）

定
員　

10
人

内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
、
パ
ソ
コ
ン

講
座
、
就
職
活
動
対
策
な
ど
の
座
学
研
修
と

職
場
体
験
実
習
な
ど

料
金　

無
料

面
接
日　

９
月
５
日
㈫

申
問
学
校
法
人
Ｙ
Ｉ
Ｃ
学
院
Ｙ
Ｉ
Ｃ
保
育
＆

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
（
県
委
託
事
業
者
）

☎
０
８
３
３
―

４
８
―

９
２
１
５

再
就
職
を
目
指
す
職
業
訓
練

●
英
語
力
習
得
科

対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み
を

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
講
指
示
、
受
講
推

薦
ま
た
は
支
援
指
示
が
受
け
ら
れ
る
人

日
時　

10
月
24
日
㈫
～
平
成
30
年
２
月
23
日

㈮場
所　

Y
I
C
保
育
＆
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

ベ
ル
デ
ビ
ル
教
室
（
麻
里
布
町
二
丁
目
２
―

18
）

定
員　

20
人

内
容　

英
語
力
を
は
じ
め
、
パ
ソ
コ
ン
・
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
の
知
識
を
習
得
す
る

募
集
期
間　

９
月
12
日
㈫
ま
で

申
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
☎
㉑
３
２
８
１

市
民
文
化
講
座

●
福
祉
・
想
い
の
ま
ま
に

日
時　

10
月
18
日
㈬　

18
時
30
分
～
20
時
30

分
（
開
場
＝
17
時
30
分
）

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル

講
師　

杉
良
太
郎
氏
（
俳
優
・
歌
手
）

料
金　

１
９
９
９
円

販
売
開
始　

９
月
１
日
㈮

販
売
窓
口　

岩
国
錦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事

務
局
、
生
涯
学
習
課
、
教
育
支
所
、
出
張
所

（
岩
国
地
域
の
み
）、
中
央
図
書
館
、
中
央
公

民
館

問
岩
国
錦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
☎
㉑
２
６
５

８
、
生
涯
学
習
課
☎
㉙
５
２
１
０

利
き
酒
列
車

日
時　

①
10
月
７
日
㈯　

②
10
月
21
日
㈯　

岩
国
駅
発
＝
12
時
30
分
頃

定
員　

①
②
＝
各
50
人
（
先
着
順
）

※
最
少
催
行
人
数
は
20
人

内
容　

錦
川
清
流
線
に
乗
っ
て
車
窓
か
ら
紅

葉
を
眺
め
な
が
ら
、
弁
当
と
岩
国
５
蔵
の
地

酒
を
楽
し
む

※
お
酒
の
量
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

料
金　

６
５
０
０
円

※
錦
川
清
流
線
往
復
運
賃
・
飲
食
代
な
ど

※
希
望
者
は
と
こ
と
こ
ト
レ
イ
ン
に
大
人
往

復
５
０
０
円
で
乗
車
可
能

募
集
期
間　

①
＝
10
月
１
日
㈰
ま
で　

②
＝

10
月
15
日
㈰
ま
で

※
車
で
の
来
駅
は
控
え
て
く
だ
さ
い

申
問
錦
川
鉄
道
㈱
☎
72
２
０
０
２

イ
ベ
ン
ト
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募
集
期
間　

10
月
６
日
㈮
ま
で

申
メ
ー
ル
で
件
名
に
「
Ｂ
Ｂ
Ｑ
婚
活
」、
本

文
に
参
加
者
の
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
し
送
信

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い

わ
く
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
グ
ル
ー
プ

☎
44
０
２
８
８

sa
p
o
m
a
ru

@
sk

y
.ic

n
-tv

.n
e
.jp

岩
国
市
歌
の
大
合
唱
on
錦
帯
橋

　

11
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
今
は
じ
ま
る

千
年
の
物
語　

第
１
章
」
で
は
、
今
年
も
錦

帯
橋
周
辺
に
か
が
り
火
を
設
置
し
、
炎
に
照

ら
し
出
さ
れ
る
錦
帯
橋
の
幻
想
的
な
魅
力
を

全
国
に
発
信
し
ま
す
。

　

11
月
11
日
㈯
の
夕
方
、
か
が
り
火
に
照
ら

さ
れ
る
錦
帯
橋
で
岩
国
市
歌
を
み
ん
な
で
大

合
唱
し
ま
し
ょ
う
。

※
そ
の
他
３
曲
程
度
歌
う
予
定
で
す

練
習
日
時　

①
10
月
１
日
㈰　

10
時
～
、
②

10
月
28
日
㈯　

13
時
30
分
～

練
習
場
所　

①
＝
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

多

目
的
ホ
ー
ル　

②
＝
市
役
所　

１
階
多
目
的

ホ
ー
ル

※
参
加
者
は
練
習
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い料
金　

無
料

問
文
化
振
興
課
☎
㉙
５
２
１
１

チ
ー
ム
ま
た
は
高
校
生
以
上
の
チ
ー
ム
）　

⑤
＝
選
手
７
人
、
補
員
２
人
（
高
校
生
以
上
、

男
女
混
合
可
）

料
金　

○
中
学
生
単
位
チ
ー
ム
＝
３
千
円

○
中
学
生
単
位
以
外
の
チ
ー
ム
＝
６
千
円

募
集
期
間　

９
月
22
日
㈮
ま
で

申
所
定
の
申
込
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
玖
西
駅
伝
競

走
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
玖
珂
総
合
セ

ン
タ
ー
内
）
へ
提
出

宛
先　

〒
７
４
２
―

０
３
２
６　

玖
珂
町
４

９
６
１

問
玖
西
駅
伝
競
走
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
82
５
４
４
５　

FAX

82
５
４
４
７

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室
・

　
　
　

高
齢
者
交
通
安
全
教
室

日
時　

９
月
24
日
㈰　

９
時
30
分
～
12
時

場
所　

岩
国
自
動
車
学
校
・
岩
国
自
動
車
検

査
場
（
錦
見
七
丁
目
１
―

40
）

料
金　

無
料

●
マ
イ
カ
ー
点
検
教
室

定
員　

50
人
（
要
予
約
、
先
着
順
）

※
参
加
者
に
修
了
証
お
よ
び
粗
品
あ
り

申
問
岩
国
自
動
車
検
査
場
☎
41
０
６
８
１

●
高
齢
者
交
通
安
全
教
室

内
容　

①
交
通
安
全
定
期
健
診　

②
先
進
安

全
自
動
車
紹
介

定
員　

①
＝
16
人
（
１
年
以
内
に
受
け
た
こ

と
が
な
い
65
歳
以
上
の
人
。
９
月
11
日
㈪
ま

で
に
要
予
約
、
先
着
順
）
②
＝
な
し

申
問
岩
国
自
動
車
学
校
☎
41
０
９
８
７

※
朝
と
れ
野
菜
の
販
売
あ
り

地
方
卸
売
市
場
ふ
れ
あ
い
朝
市

日
時　

９
月
16
日
㈯　

９
時
30
分
～
12
時

場
所　

地
方
卸
売
市
場

内
容　

野
菜
・
果
物
・
水
産
物
・
精
肉
な
ど

を
販
売

※
関
連
店
舗
や
飲
食
店
な
ど
は
常
時
開
放
し

て
い
ま
す

問
生
産
流
通
課
☎
32
７
３
５
５

恋
か
る
た
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ

昔
の
遊
び
で
一
緒
に
あ
そ
ぼ
♪

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て
い
る

23
～
39
歳
前
後
の
独
身
の
人　

日
時　

10
月
８
日
㈰　

10
時
～
（
受
付
開
始

＝
９
時
30
分
）

場
所　

周
東
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
丸
太
村

定
員　

男
女
各
15
人
（
先
着
順
）

内
容　

体
育
館
で
軽
く
動
い
て
お
相
手
探
し
。

そ
の
後
は
、
丸
太
村
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
パ
ー
テ
ィ
ー

料
金　

○
男
性
＝
２
５
０
０
円　

○
女
性
＝

２
千
円

下
水
道
処
理
施
設
の
一
般
開
放

　

岩
国
南
せ
せ
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー
の
中
央
監
視

室
、
ポ
ン
プ
棟
、
水
処
理
棟
な
ど
、
処
理
場

内
の
主
要
な
施
設
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日
時　

９
月
11
日
㈪
～
15
日
㈮　

10
時
～
16

時
（
事
前
連
絡
が
必
要
）

場
所　

岩
国
南
せ
せ
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー
（
尾
津

町
五
丁
目
10
―

65
）

問
下
水
道
施
設
課
☎
㉙
５
０
４
８

第
59
回
玖
西
駅
伝
競
走
大
会

日
時　

11
月
５
日
㈰　

開
会
式
＝
９
時
20
分

～
（
雨
天
決
行
）

部
門　

①
男
子
中
学
の
部　

②
一
般
１
部　

③
一
般
２
部　

④
女
子
の
部　

⑤
オ
ー
プ
ン

の
部

コ
ー
ス　

①
④
＝
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
周
東
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
た
全
長
15
・
９
㎞
（
５

区
間
）

②
③
⑤
＝
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
周
東
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
た
全
長
26
・
０
㎞（
７
区
間
）

規
定　

①
＝
選
手
５
人
、
補
員
２
人
（
学
校

単
位
）

②
③
＝
選
手
７
人
、
補
員
２
人
（
高
校
生
２

人
ま
で
可
、
男
女
混
合
可
）

④
＝
選
手
５
人
、
補
員
２
人
（
中
学
校
単
位

▲メールアドレ
　スＱＲコード
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問
社
会
課
☎
㉙
５
０
７
０

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、
９

月
４
日
㈪
～
９
日
㈯

横
山
二
丁
目　

☎
41
０
４
５
２

企
画
展

●
紙
か
ら
見
え
る
江
戸
時
代
の
岩
国

期
間　

９
月
３
日
㈰
ま
で

内
容　

江
戸
時
代
に
岩
国
地
域
で
生
産
さ
れ

た
特
産
品
の
岩
国
紙
に
つ
い
て
紹
介

●
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
史
料
館
出
張

展期
間　

９
月
10
日
㈰
～
10
月
22
日
㈰
ま
で

内
容　

海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
史
料
館

が
所
蔵
し
て
い
る
旧
海
軍
の
史
料
を
展
示

プ
レ
イ
ル
ー
ム

　
　
　

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
!!

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

９
月
22
日
㈮　

９
時
30
分
～
11
時

場
所　

灘
供
用
会
館

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

募
集
開
始　

９
月
１
日
㈮　

10
時

申
問
こ
ど
も
館
☎
㉔
０
８
８
８

９
月
の
献
血

３
日
㈰　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
15
分
～
16
時

18
日
㈷　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
15
分
～
16
時

27
日
㈬　

○
Ｊ
Ａ
山
口
東
本
所　

９
時
30
分

～
11
時
30
分　

○
岩
国
市
水
道
局　

13
時
30

分
～
16
時

※
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

郷
土
史
研
究
会

●
石
見
国
医
王
寺
の
涅ね

は

ん槃
像
と
岩
国
藩
の
絵

師日
時　

９
月
17
日
㈰　

10
時
～
12
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

藤
重
豊
氏
（
元
吉
川
史
料
館
長
）

古
文
書
講
座
（
初
級
）

●
幕
末
の
藩
庁
決
裁
録
「
諸
証
文
帳
」
を
読

む日
時　

９
月
17
日
㈰　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

正
中
克
磨
氏
（
和
木
町
文
化
財
審
議

会
長
）

㊡
９
月
14
日
㈭

三
笠
町
一
丁
目　

☎
㉙
１
６
０
０

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
午
後
の
ひ
と
と
き
を

音
楽
鑑
賞
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
公
演
時
間
は
１
時
間

程
度
で
入
場
無
料
。
４
歳
以
上
の
子
供
も
一

緒
に
楽
し
め
ま
す
。

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

ミ
ュ
ー
ズ
ホ

ー
ル

料
金　

い
ず
れ
も
無
料
（
全
席
自
由
）

●
阿
部
静
香
フ
ル
ー
ト
リ
サ
イ
タ
ル

　

岩
国
市
出
身
の
若
手
フ
ル
ー
ト
奏
者
に
よ

る
演
奏
会
。

日
時　

９
月
16
日
㈯　

13
時
～
（
開
場
＝
12

時
30
分
）

演
奏
予
定
曲　

秋
メ
ド
レ
ー
（
紅
葉
～
里
の

秋
～
ま
っ
か
な
秋
）、
愛
燦さ

ん
さ
ん燦

、
カ
ル
メ
ン

幻
想
曲　

ほ
か

●
野
々
村
彩
乃
＆
高
橋
優
介

　

ソ
プ
ラ
ノ
と
ピ
ア
ノ
の
息
の
合
っ
た
デ
ュ

オ
コ
ン
サ
ー
ト
。

日
時　

９
月
30
日
㈯　

14
時
～
（
開
場
＝
13

時
30
分
）

演
奏
予
定
曲　

か
ら
た
ち
の
花
、
み
ん
な
ち

が
っ
て
み
ん
な
い
い　

ほ
か

献　

血

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の

イベント情報をお届けします。

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

岩
国
徴
古
館

▲阿部静香▲野々村彩乃＆
　　　　　高橋優介



広報いわくに 22

㊡
な
し

平
田
一
丁
目　

☎
32
７
４
１
１

ミ
ズ
ノ
お
月
見
ヨ
ー
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
７

対
象　

中
学
生
以
上

日
時　

10
月
６
日
㈮　

19
時
～
20
時
45
分

※
雨
天
中
止

場
所　

潮
風
公
園
み
な
と
オ
ア
シ
ス
ゆ
う

（
現
地
集
合
・
解
散
）

定
員　

35
人

内
容　

潮
風
公
園
の
砂
浜
で
ヨ
ー
ガ
を
行
う

料
金　

千
円

募
集
期
間　

９
月
１
日
㈮
～
10
月
１
日
㈰

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
岩
国
運
動
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

体
験
講
習
会
・
体
成
分
測
定
会

対
象　

身
長
１
４
０
㎝
以
上
の
人

日
時　

10
月
１
日
㈰　

９
時
30
分
～
12
時

定
員　

15
人

内
容　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
体
験

講
習
、
体
成
分
測
定
（
身
長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ

Ｉ
、
筋
肉
量
・
筋
肉
量
バ
ラ
ン
ス
、
身
体
年

齢
な
ど
の
測
定
）

料
金　

８
０
０
円

募
集
期
間　

９
月
１
日
㈮
～
30
日
㈯

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
岩
国
運
動
公
園

㊡
祝
日

岩
国
四
丁
目　

☎
43
０
１
７
４

さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

（
後
期
）

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
す
る
18
歳

以
上
の
人
（
前
期
会
員
を
優
先
、
残
り
の
定

員
枠
は
先
着
順
）

期
間　

10
月
～
平
成
30
年
３
月

会
費　

１
講
座
に
つ
き
４
千
円

募
集
開
始　

９
月
15
日
㈮　

９
時

●
大
正
琴

日
時　

第
２
・
４
月
曜　

13
時
30
分
～

定
員　

30
人

●
カ
ラ
オ
ケ

日
時　

第
１
・
３
火
曜　

13
時
30
分
～

定
員　

40
人

●
健
康
体
操

日
時　

第
１
・
３
水
曜　

13
時
～

定
員　

50
人

●
絵
画

日
時　

第
２
・
４
木
曜　

14
時
～

定
員　

50
人

●
民
踊

日
時　

第
１
金
曜　

13
時
30
分
～
、
第
３
金

曜　

10
時
～

定
員　

50
人

●
童
謡
唱
歌
・
日
本
の
歌

日
時　

第
２
・
４
金
曜　

10
時
～

定
員　

70
人

●
パ
ソ
コ
ン

日
時　

第
１
・
３
木
曜　

13
時
30
分
～

定
員　

15
人

※
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
の
基
本
的
な
操
作
が

で
き
る
人
対
象

申
会
費
を
添
え
て
直
接
、
中
央
公
民
館

文
化
講
座
受
講
生
追
加
募
集

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
す
る
18
歳

以
上
の
人
（
前
期
受
講
生
を
優
先
、
残
り
の

定
員
枠
は
先
着
順
）

期
間　

10
月
～
平
成
30
年
３
月

料
金　

１
講
座
に
つ
き
５
千
円
（
計
10
回
）

※
太
極
拳
＝
９
千
円
（
計
18
回
）

※
英
会
話
＝
１
万
円
（
計
18
回
）

募
集
開
始　

９
月
４
日
㈪　

８
時
30
分

●
和
の
彩
り
を
学
ぶ
華
道
（
池
坊
）

日
時　

第
１
・
３
水
曜　

19
時
～
20
時
30
分

定
員　

20
人

●
美
文
字
に
変
身
！ 

ペ
ン
習
字

日
時　

第
１
・
３
水
曜　

19
時
～
21
時

定
員　

25
人

●
着
て
、
見
て
、
楽
し
む
！ 

き
も
の
着
付

日
時　

第
２
・
４
月
曜　

19
時
～
21
時

定
員　

20
人

●
太
極
拳
で
健
康
に
な
ろ
う
！

日
時　

第
１
～
４
火
曜　

15
時
～
16
時
30
分

定
員　

30
人

●
こ
れ
か
ら
は
じ
め
る
「
料
理
」

日
時　

第
２
・
４
火
曜　

18
時
30
分
～
21
時

定
員　

24
人

●
カ
ラ
ダ
を
整
え
る
ピ
ラ
テ
ィ
ス

日
時　

第
２
・
４
金
曜　

19
時
～
20
時

定
員　

30
人

●
初
級
英
会
話
（
昼
）

日
時　

第
１
～
４
月
曜　

13
時
30
分
～
15
時

定
員　

20
人

●
初
級
英
会
話
（
夜
）

日
時　

第
１
～
４
木
曜　

19
時
～
20
時
30
分

定
員　

20
人

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

岩
国
運
動
公
園
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成
人
教
育
事
業
短
期
講
座

●
時
短
家
事
の
ス
ス
メ
～
ゆ
と
り
の
あ
る
生

活
を
送
る
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
～

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

日
時　

９
月
27
日
㈬　

10
時
～
11
時
30
分

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

頑
張
ら
な
く
て
も
素
敵
に
暮
ら
せ
る
、

イ
キ
イ
キ
と
丁
寧
に
ゆ
と
り
の
あ
る
暮
ら
し

を
す
る
た
め
に
自
分
に
合
っ
た
時
短
家
事
メ

ソ
ッ
ド
を
学
ぶ

講
師　

柴
田
祥
子
氏
（
時
短
家
事
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
認
定
講
師
）

料
金　

無
料

募
集
開
始　

９
月
６
日
㈬　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
公
民
館

小
学
校
就
学
前
後
の
子
を
持
つ

親
の
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
す
る
小
学

校
就
学
前
後
の
子
を
持
つ
保
護
者
、
ま
た
は

関
心
の
あ
る
人

※
原
則
と
し
て
全
講
座
を
受
講
で
き
る
人

※
１
歳
以
上
の
託
児
あ
り
（
お
や
つ
代
と
し

て
全
期
間
で
１
０
０
円
／
人
、
た
だ
し
ア
レ

ル
ギ
ー
の
あ
る
子
供
は
お
や
つ
持
参
）

時
間　

10
時
～
11
時
30
分

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

○
10
月
23
日
㈪

演
題　

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
見
た
子
ど
も

の
心
の
声
～

講
師　

原
田
梨
沙
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
ぐ
心

理
士
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

○
10
月
30
日
㈪

演
題　

子
育
て 

Ｒ
Ｕ
Ｎ 

Ｒ
Ｕ
Ｎ
！
～
学
校

現
場
か
ら
見
る
家
庭
の
役
割
～

講
師　

廣
田
登
志
子
氏
（
元
小
学
校
校
長
、

岩
国
市
教
育
委
員
） 

○
11
月
６
日
㈪

演
題　

親
子
の
絆
を
強
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
～
心
の
伝
わ
る
叱
り
方
～

講
師　

三
上
か
お
り
氏
（
親
業
訓
練
シ
ニ
ア

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

料
金　

無
料

募
集
開
始　

９
月
５
日
㈫　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
公
民
館

㊡
月
曜

玖
珂
町　

☎
82
６
５
１
１　
　

82
４
９
２
２

親
子
グ
ラ
ブ
づ
く
り
教
室

対
象　

市
内
や
近
隣
に
在
住
す
る
小
学
生
と

そ
の
保
護
者

日
時　

10
月
１
日
㈰　

９
時
30
分
～
11
時
30

分定
員　

20
組

内
容　

少
年
用
軟
式
野
球
グ
ラ
ブ
を
作
る

料
金　

５
千
円
／
組　
　
　
　
　

申
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、
玖
珂
あ
い
あ
い

セ
ン
タ
ー

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

昭
和
町
一
丁
目　

☎
㉒
０
４
９
０

働
く
婦
人
の
家
自
主
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
す
る
人
で
、

原
則
と
し
て
初
心
者

期
間　

10
月
～
平
成
30
年
３
月
（
後
期
）

募
集
期
間　

９
月
22
日
㈮
ま
で
（
先
着
順
）

●
茶
道
教
室
（
表
千
家
）

日
時　

第
２
・
４
月
曜　

18
時
30
分
～
20
時

30
分
（
全
12
回
）

定
員　

２
人

料
金　

９
千
円
（
前
納
）

●
絵
手
紙
教
室

日
時　

第
１
・
３
金
曜　

13
時
30
分
～
15
時

（
全
12
回
）

定
員　

10
人

料
金　

９
千
円
（
前
納
）

●
ダ
ン
サ
サ
イ
ズ
＆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

日
時　

第
２
・
４
金
曜　

19
時
20
分
～
20
時

50
分

定
員　

５
人

料
金　

７
千
円
（
前
納
）

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
働
く
婦
人
の
家

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎
㉛
０
０
４
６

文
庫「
そ
ら
い
ろ
の
お
う
ち
」に
よ
る

ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

対
象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

９
月
14
日
㈭　

10
時
15
分
～
10
時
45

分●
中
央
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
２
・
４
木
曜

日
の
午
前
中
を
「
乳
幼
児
の
日
」
と
し
て
い

ま
す

　

子
供
た
ち
に
小
さ
い

時
か
ら
本
に
親
し
ん
で

も
ら
う
た
め
、
乳
幼
児

を
連
れ
た
保
護
者
が
気

軽
に
図
書
館
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
設
け
た
も

の
で
す
。

玖
珂
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

働
く
婦
人
の
家

中
央
図
書
館

FAX
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広
報

い
わ

く
に

岩国市民憲章

錦帯橋に象徴される美しいまち岩国

わたしたちは　この地を愛し　

ふるさとが育てた偉人に学び　

教養を高め

誇れる岩国を築き　引き継ぐために

この憲章を定めます

大切にしたいもの

　それは　みんなの夢　みんなの命

守りたいもの

　それは　豊かで美しい自然

伝えたいもの

　それは　歴史や伝統　文化の薫り

広げたいもの

　それは　世代や地域を超えた人の和

創りたいもの

　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

対
象　

市
内
に
在
住
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

募
集
作
品　

市
内
で
撮
影
し
た
も
の
、
ま
た
は
市
民
を
撮
影
し
た
未
発
表
の
も
の

※
人
物
写
真
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
写
体
の
承
諾
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

写
真
サ
イ
ズ　

２
Ｌ
以
上
（
デ
ー
タ
の
場
合
は
、
１
Ｍ
以
上
３
Ｍ
以
下
）　

み
ん
な
の
写
真
館

　

「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い

た
だ
い
た
写
真
の
中
か
ら
選
考
し
て
、
毎
月
一
枚
の
写
真
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
広
報
紙
を
皆
さ
ん
の
写
真
で
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

応
募
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
用
不
採
用
問
わ
ず
、

市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
返
却
も
し
ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

毎
月
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
数
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【今月の一枚】

住所、氏名（フリガナ）、電話番号、作品名、撮影場所、

撮影日を記入の上、写真を添えて広報戦略課広報班まで

提出。またはメールでも受け付けます。

　 kouhou@city.iwakuni.lg.jp

11月１日号募集期限　９月25日（必着）

「おいでませ　瑞風」

井原　忠さん（海土路町）

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
に
も
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
と
昇
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、

ご
高
齢
の
方
や
小
さ
な
お
子
様
を
お
連
れ

の
方
な
ど
、
全
て
の
方
に
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
常
時
行
き
来
で
き
る
幅
６
メ
ー

ト
ル
の
広
々
と
し
た
東
西
自
由
通
路
に
よ

り
、
東
西
地
域
の
交
流
が
さ
ら
に
活
発
に

な
り
、
岩
国
駅
を
中
心
と
し
た
中
心
市
街

地
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
市
の
玄
関

口
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

岩
国
駅
と
な
る
よ
う
、

東
西
駅
前
広
場
の
再
整

備
な
ど
、
平
成
31
年
度

末
の
事
業
完
了
を
目
指

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

Vol.97市長夢日記

  

新
し
い
岩
国
駅
舎
が
、
11
月
26
日
に
供

用
開
始
さ
れ
ま
す
。
年
末
の
帰
省
客
を
新

た
な
駅
舎
で
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。　

　

昭
和
23
年
建
設
の
旧
岩
国
駅
は
、
老
朽

化
が
著
し
く
、
施
設
の
更
新
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
が
急
務
と
さ
れ
、
一
日
も
早
い
整

備
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

東
口
と
西
口
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
多
機
能
ト
イ
レ
な
ど
を
、

 福田 良彦

▲建設中の岩国駅西口
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